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コースコード：EL-RH-LS520
税込価格：825,000円 (税抜価格：750,000円)
日数：365日間

コ ー ス 概 要

  Red Hat Learning Subscriptionは、すべてのRed
Hatオンラインラーニングトレーニングを１つのパッケージまとめて提供するプログラムです。
このプログラムでは、トレーニングを自分自身のペースでどこからでも受講できるほか、時間、労
力を節約、常に最新バージョンが追加されるため、新しい知識を待たずに学習することが可能にな
ります。

Red Hat Learning Subscription (Premium) では、下記のようなサービスを提供します。
・すべてのRed Hatオンラインラーニング及びビデオクラスルームに1年間アクセス可能
・クラウドベースのラボを最大400時間受講可能
・開発中のコースの章やラボ環境への事前アクセスが可能*
・1,000以上のインストラクタービデオを高画質で提供
・すべてのトレーニングコースのeブックにアクセス可能
・インストラクタ主導のライブバーチャルクラス (１つのLVCにつき２回まで)
・Red Hatインストラクターによるオンデマンド・ビデオセミナーを提供
・認定試験5回までの受験と5回までの再受験が可能
・試験準備ツールへのアクセス

*事前アクセス：コンテンツへの事前アクセス機能によって、サブスクリプションの利用者だけが、
一般購入者向けにリリースされる前の開発段階にあるコースの章やラボ環境にアクセスできます。
すべての事前アクセスコンテンツは Standard および Premium サブスクリプションで利用でき、資
料に対するフィードバックを提供できます。完了したコースとラボは、サブスクリプションのカタ
ログに追加されます。

こ こ に 注 目

  Red Hat Learning Subscriptionでは、50以上のトレーニングに対応しており、RHCSAを取得するた
めに必要な基礎となる RH124 Red Hat システム管理Ⅰ, RH134 Red Hat
システム管理Ⅱをはじめに、自動化技術のAnsible Automation
や最新のコンテナベースの技術となるOpenShiftのトレーニングまで包括して提供されています。

・7日間のフリートライアルをお試しいただくことができます
Red Hat Learning Subscription ¦ Product Trial
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受 講 対 象 者

  各対象コースの受講対象者を参照ください。

前 提 条 件

  各対象コースの前提条件を参照ください。

  
下記のコースを受講済み、または同等の知識を有する方

目 的
このコースを修了すると次のことができるようになります。

  各対象コースの受講目的を参照ください。

ア ウ ト ラ イ ン

提供される主なトレーニング
※こちらでご紹介するトレーニングはラーニングサブスクリプションで提供されるものの一
部です

RH124LS Red Hat システム管理Ⅰ

RH134LS Red Hat システム管理Ⅱ

RH199LS RHCSA速習コース

DO180LS Red Hat OpenShift Administration I: Operating a Production Cluster

DO188LS Red Hat OpenShift Development I: Introduction to Containers with
Podman

DO280LS Red Hat OpenShift Administration II: Configuring a Production Cluster

DO288LS Red Hat OpenShift Developer II: Building Kubernetes Applications

DO380LS Red Hat OpenShift Administration III: Scaling Deployments in the
Enterprise

DO316LS Managing Virtual Machines with Red Hat OpenShift Virtualization Virtual
Training

AU294LS Red Hat Enterprise Linux Automation with Ansible
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